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令和 5 年度（2023 年度）第 3 回  豊中市保健医療審議会  議事録  

 

 

1．日 時  令和 5 年 12 月 21 日（木）14 時 00 分～15 時 00 分  

 

2．場 所  保健所事務室（オンライン併用会議） 

 

3．案 件 

(1) 健康づくり・食育推進計画に係る食育推進部会の報告について  

(2) 健康づくり・食育推進計画答申について  

(3) 感染症予防計画及び健康危機対処計画について  

(4) 第 2 期 メンタルヘルス計画について  

(5) その他  

 

4．出席者 （敬称略） 

 （1）委員（名簿順）  ：11 名  

委 員 横山 美江 （大阪公立大学）  

    内藤 義彦 （武庫川女子大学）  

林  宏一 （武庫川女子大学）  

西田 千佐 （（一社）大阪府助産師会）  

飯尾 雅彦 （（一社）豊中市医師会）  

 近藤 篤  （（一社）豊中市歯科医師会）  

芦田 康宏 （（一社）豊中市薬剤師会）  

今井 誠  （（社福）豊中市社会福祉協議会）  

坂本 勇二郎（豊中市病院連絡協議会）  

小池 由久 （豊中商工会議所）  

松本 麻梨恵（市民委員）  

 

 （2）傍聴者：0 名  
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議事概要  

 

〇開会 １４時００分 

 

■審議会の成立要件の確認 

 委員数 12 名のうち、11 名出席により成立。  

 

■案件（１） 健康づくり・食育推進計画に係る食育推進部会の報告 

【食育推進部会長・林委員より説明。】 

【質疑応答】14：15～ 

 

質疑なし 

 

■案件（２） 健康づくり・食育推進計画答申 

【事務局から説明。】 

【質疑応答】14：25～ 

 

委員 数値目標を置いている指標については時系列で見て右肩上がりのものと考

えてよいのか。 

事務局 実績値やアンケート結果など、指標の取得時期は異なるが概ね上昇してい

ることが多い。ただし現状維持のものや下がっている数値もある。 

委員 育児不安についてたびたびあったと回答した割合だけでも 25％以上となっ

ているが、具体的な対策はあるのか。 

事務局 妊娠届時の面談や集団健診などで相談を受けた内容により担当部署と連携

して対応している。 

事務局 素案の 94 ページにも伴走型支援としてコラムを掲載している。 

委員 他委員の質問に関連して民間の事例を紹介したい。小児科の患者はこども

の症状がそれほど明確でなくても保護者の育児相談のような受診ケースが

多く、診療所に保育士を配置して対応しているところがある。 

委員 市民が計画に参加できることやデジタルガバメントとの関連をより明確に

して ICT の活用に言及すること、デスクワーク従事者などがこまめに動く

身体活動という考え方を推奨することを追加するとともに、計画期間が 12

年と長いため、今回のコロナのような計画に大きな影響がある事象が起き

た場合に計画の見直しなどの対応にも言及する必要があるのではないか。 
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委員 答申案の修正が必要な提案があったので、答申案並びに答申について会長

一任としてよろしいか。 

委員 事務局と調整のうえ、後日豊中市へ答申を行う。 

委員 調整後の答申内容については事務局より審議会の各委員へ速やかに共有し

てほしい。 

 

■案件（３） 感染症予防計画及び健康危機対処計画 

【事務局より説明。】 

【質疑応答】14：40～ 

 

質疑なし 

 

■案件（４） 第２期メンタルヘルス計画について 

【事務局より説明。】 

【質疑応答】14：50～ 

 

委員 メンタルヘルス計画の評価指標はいつの数値が用いられるのか。また、ア

ウトプット指標とアウトカム指標はタイミングが異なるのか。 

事務局 アウトプット指標については毎年、アウトカム指標については中間評価の

タイミングとなる予定。 

委員 自殺者数は把握しているのか。 

事務局 警察庁が公表している令和 4 年の統計では全国で 21,881 人、大阪で 1,533

人、豊中市は 52 人となっている。 

委員 豊中市の割合は全国平均よりも低いのか。 

事務局 自殺死亡率は人口 10 万人当たりで全国が 17.5、大阪府が 17.4、豊中市は

12.7 となっており、国や府の平均より少ない。また、国や府の令和 9 年の

数値目標 13 より低い水準となっている。ただし年単位では数値が大きく変

わることもあるため、5 年平均値などで見ていく必要があるものと考えて

いる。 

委員 男性よりも女性の方がストレスによる心身の不調があるとのことだが、こ

れはマタニティーブルーなど特定の年齢層に限定したものではないとの理

解でよいのか。 

事務局 アンケート全体からの結果によるものである。 
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■その他  

 

事務局 答申案については答申後速やかに共有する。 

また、次回の審議会として第 4 回を 2 月頃に開催し、次年度事業の報告等

を予定していたが、次年度開催の第 1 回に健康づくり・食育推進計画の報

告とともに実施する。 

 

〇閉会 １５時００分 


